
陸
軍
の
疾
病
に
関
す
る
統
計
表
は
医
務
局
衛
生
課
に
よ
っ
て
軍
医

団
雑
誌
の
な
か
に
い
く
つ
か
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
統
計
表
の
期
間

は
明
治
九
年
か
ら
昭
和
八
年
ま
で
、
対
象
は
花
柳
病
（
性
病
）
、
外
傷

及
不
慮
、
脚
気
、
赤
痢
、
腸
チ
フ
ス
、
胸
膜
炎
、
肺
結
核
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
前
報
と
同
じ
資
料
で
あ
る
「
日
本
武
装
軍
ノ
健
康
二
関

ス
ル
報
告
」
を
用
い
、
昭
和
十
九
、
二
十
年
の
各
種
疾
患
の
患
者
発

生
の
状
況
を
知
り
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の
軍
隊
内
疾
病
の
解
明
の
一

助
と
し
た
い
。

一
般
患
者
発
生
ノ
状
況

一
九
四
四
年
二
於
ケ
ル
新
患
総
数
ハ
九
九
、
九
四
三
ニ
シ
テ
毎
日

ノ
発
生
率
ハ
概
ネ
四
・
五
％
二
相
当
ス

本
年
五
月
迄
ノ
新
患
総
数
ハ
五
六
、
七
四
八
ニ
シ
テ
発
生
率
ハ
略

々
前
年
度
ト
同
様
ナ
リ

太
平
洋
戦
争
末
期
の
陸
軍
衛
生
事
情

（
第
二
報
患
者
発
生
の
状
況
に
つ
い
て
）

悪
へ
Ｕ

清
水
勝
嘉
※
の、
三
宅
雅
史

又
人
員
毎
千
平
均
一
日
現
在
患
者
ハ
一
九
四
四
年
二
於
テ
ハ
平
均

四
四
・
三
（
最
高
京
都
師
団
六
四
、
最
低
弘
前
師
団
二
八
）
ナ
リ
尚
人
員

千
二
対
ス
ル
平
均
一
日
発
生
率
ハ
一
・
九
ナ
リ
本
年
五
月
迄
ノ
成
績

モ
亦
略
々
同
様
ナ
リ
ト
推
定
セ
ラ
ル
一
般
二
部
隊
発
生
患
者
中
入

院
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
概
ネ
ニ
○
％
程
度
ナ
リ

こ
の
患
者
と
い
う
の
は
特
に
こ
と
わ
っ
て
は
な
い
が
、
陸
軍
省
統

計
年
表
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
陸
軍
各
部
隊
営
内
居
住
ノ
下
士
官

兵
、
教
育
召
集
中
ノ
補
充
兵
及
諸
生
徒
ノ
事
実
ニ
シ
テ
練
兵
体
、
乗

馬
休
以
上
ノ
モ
ノ
」
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

平
均
一
日
千
に
対
す
る
患
者
を
昭
和
九
年
で
み
る
と
、
二
八
・
七

で
あ
っ
た
の
で
、
十
九
年
の
そ
れ
は
著
し
く
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

当
時
の
主
要
疾
患
で
あ
っ
た
「
結
核
性
疾
患
ハ
一
九
四
○
年
二
五

一
・
○
肋
ヲ
最
高
ト
シ
漸
減
ノ
傾
向
ヲ
辿
り
一
九
四
四
年
ハ
ニ
四
・

○
肋
ナ
リ
一
般
二
胸
膜
炎
ハ
著
明
ナ
ル
減
少
ヲ
示
シ
ア
リ
」
と
な
っ

て
い
た
。

昭
和
十
九
年
度
の
性
病
患
者
の
発
生
は
五
、
二
六
二
名
で
、
う
ち

淋
病
が
三
、
二
五
名
（
五
九
・
二
％
）
と
最
多
で
あ
り
、
次
い
で

梅
毒
一
、
四
七
○
名
（
二
七
・
九
％
）
、
軟
性
下
箔
六
二
○
名
（
二
・
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八
％
）
お
よ
び
第
四
性
病
五
七
名
（
一
・
一
％
）
で
あ
っ
た
。

伝
染
病
発
生
ノ
状
況

国
内
二
於
ケ
ル
陸
軍
部
隊
ノ
伝
染
病
ノ
発
生
状
況
ハ
昭
和
十
九
年

度
九
、
七
六
三
名
、
昭
和
二
十
年
度
ハ
六
月
迄
二
二
、
四
二
六
名

ナ
リ
患
者
発
生
率
ヲ
真
性
ノ
ミ
ニ
就
テ
見
ル
ー
左
ノ
如
ク
昭
和
十

九
年
度
以
降
急
激
二
増
加
セ
リ

兵
員
一
万
二
付
発
生
率

昭
和
十
八
年
四
四
・
五

昭
和
十
九
年
七
二
・
八

昭
和
二
十
年
五
五
・
二
（
六
月
迄
ト
ス
）

病
類
別
二
見
ル
ト
キ
ハ
最
モ
多
キ
ハ
Ａ
型
パ
ラ
チ
フ
ス
」
ニ
シ
テ

伝
染
病
総
数
ノ
約
半
数
ヲ
占
メ
ム

赤
痢
ハ
本
年
春
季
以
降
漸
次
各
地
二
多
発
シ
特
二
最
近
ハ
九
州
地

方
二
多
シ
又
各
戦
災
都
市
二
於
テ
非
衛
生
ナ
ル
生
活
二
基
因
シ
相

当
数
ノ
発
生
ヲ
見
タ
リ

発
疹
チ
フ
ス
」
ハ
大
陸
ヨ
リ
ノ
主
ト
シ
テ
労
務
者
ニ
依
り
病
毒
ヲ

輸
入
シ
昨
年
度
ハ
地
方
側
二
於
テ
四
千
名
二
及
フ
発
生
率
ヲ
見
タ
ル

モ
本
年
度
ハ
少
シ
ク
減
少
セ
リ

民
間
の
発
疹
チ
フ
ス
の
発
生
は
昭
和
十
八
年
よ
り
増
加
し
、
昭
和

十
九
年
は
三
、
九
四
一
名
の
患
者
と
六
二
二
名
の
死
者
を
だ
し
て
い

る
。
こ
の
全
患
者
の
半
数
強
は
北
海
道
で
発
生
し
て
い
る
。

入
院
患
者
ノ
状
況

本
年
八
月
十
五
日
現
在
二
於
ケ
ル
入
院
患
者
ノ
状
況
ハ
約
八
万
ニ

シ
テ
之
力
内
訳
ハ
次
ノ
如
シ

イ
、
内
地
発
生
患
者
七
五
％

ロ
、
還
送
戦
病
患
者
二
○
％
一
｝
外
地
患
者
二
五
％

《
、
還
送
戦
傷
患
者
五
％
」

以
上
ノ
中
主
ナ
ル
モ
ノ
次
ノ
如
シ

結
核
性
疾
患
三
五
％

消
化
器
疾
患
二
○
％

伝
染
病
一
五
％

外
傷
不
慮
一
五
％

戦
傷
一
○
％

ソ
ノ
他
五
％

結
核
性
疾
患
ノ
転
帰

治
癒
三
三
・
五
％
死
亡
三
・
一
％

除
役
二
一
号
七
％
事
故
三
七
・
二
％

結
核
性
疾
患
ノ
治
療
日
数
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以
上
、
主
に
昭
和
十
九
・
二
十
年
に
お
け
る
陸
軍
内
地
部
隊
の
一

般
患
者
、
伝
染
病
発
生
の
状
況
お
よ
び
入
院
患
者
の
概
要
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

※
，
（
防
衛
医
科
大
学
校
公
衆
衛
生
学
）

※
刀
（
海
上
自
衛
隊
）

現
代
は
性
解
放
・
自
由
化
の
時
代
と
な
り
、
性
を
め
ぐ
る
諸
問
題

は
、
医
学
分
野
の
み
な
ら
ず
、
大
き
い
社
会
問
題
に
な
り
つ
ふ
あ

る
。

こ
の
時
期
に
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
代
に
わ
た
り
、
性
医
学

の
パ
イ
オ
ニ
ヤ
と
し
て
活
躍
し
た
永
井
潜
の
業
績
に
ふ
れ
、
あ
わ
せ

て
日
本
の
現
状
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

永
井
潜
は
一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）
十
一
月
十
四
日
、
竹
原
市

に
出
生
し
、
十
三
名
の
兄
弟
の
次
男
で
あ
る
。
幼
児
よ
り
秀
敏
で
あ

り
、
九
才
に
し
て
漢
学
塾
・
凌
明
館
に
入
り
、
神
童
と
評
せ
ら
れ

た
。
後
に
広
島
県
立
師
範
学
校
附
属
小
学
校
に
転
じ
、
次
い
で
福
山

市
の
尋
常
中
学
誠
之
館
に
進
み
、
そ
の
卒
業
成
績
優
秀
で
あ
っ
た
の

で
、
一
年
間
ド
イ
ツ
語
を
専
修
し
て
、
一
高
三
部
に
無
試
験
入
学
し

た
。
医
科
大
学
は
当
時
と
し
て
は
東
大
の
み
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三

十
五
年
東
大
医
科
を
卒
業
し
た
。
卒
業
後
、
東
大
生
理
学
教
室
に
入

永
井
潜
と
性
教
育

江

川

義
雄
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胸
膜
炎

ソ
ノ
他
ノ
結
核

市

結
核

日

三
’
四
ケ
月

六
ケ
月

三
’
六
ケ
月

六
ケ
月

三
’
六
ケ
月

一
年
半

陸
軍
病
院

傷
庚
軍
人
療
養

所
入
所
患
者


